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日本防災設備協同組合 |よ、 5月 23日 (木)午後 3時から東京ガーデンパレスで

第46回通常総会を開催した。広江副理事長の開会宣言で始まり、米井理事長挨拶

のあと、司会の永見理事から出席者 |よ委任状を含め91名で通常総会が成立する旨

定数報告があつた。続いて永井理事長が議長に選任され、議長挨拶のあと、議案

の審議が行われ、第 1号議案から第 5号議案までの議案が満場一致で可決承認さ

れた。

総会終了後、表彰式と講演会が行われた。はじめに平成24年度共同購買事業に

貢献された10社の組合員に永丼理事長から感謝状と記念品を贈り、感謝の意を表

した。次に組合員から推薦された勤続15年以上の優秀な社員 9名に対し、表彰状

と記念品を贈りその功績を称えた。

引き続き「税制改正について」(講師 !小出絹恵税理士)の講演会が持たれた。

皆様、こんにちは。本 日はお忙 し

い中お集ま り項きあ りがとうござい

ます。

また、 日頃より組合活動にご協力

ご支援頂きまして、誠にありがとう

ございます。

当組合 も総会 を数 えること46回

日とな りました。私が昨年、理事長

とい う職を拝命 して、速いもので 1

年にな ります。何をしたのかと問わ

れると、特にこれ といつたものがで

きていないのが現状ではあ りますが、

今後共皆様のご協力の下より良い組

合にしていきたい と考えてお ります

ので、今後共ご協力のほど宜 しくお

願い申し上げます。

本 日はありが とうございます。
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平成25年度の我が国経済は、世界経済の緩やかな回復が期待される

中で、政府が示した日本経済再生に向けての成長戦略 (金融政策・機

動的な財政政策 。民間投資の喚起)の推進等により、平成25年度の経

済見通しについて、国内総生産の実質成長率は 25%程 度、名 目成長

率は 2.7%程度になると見込まれる。

総務省消防庁では、公益法人事業仕分 (平成22年 5月 )において、

検定事業の見直し等の判定 (自 主検査の導入をすべし)がなされたこ

とを踏まえ、検定対象機械器具等及び自主表示対象機械器具等の品目

につて見直しを行 う。また、屋内消火栓設備の技術上の基準の見直し

や防火対象物の用途区分の見直し等について、消防法施行令等の一部

改正が検討している。

このような動きが防災業界へもプラスの刺激となり、この厳しい経

済状況を乗 り切つていけるよう期待している。

組合員の経済的地位の向上を図るため、また組合運営の経済的安定

を図るため、共同購買事業・防排煙設備技術者養成制度構築を含めた

教育事業、並びに新規組合員加入促進等の各施策を継続 して着実に実

施して行くこととする。

また、支部会議 。正副支部長合同会議等で提言された事項を研究部

会で深耕審議し、理事会の承認を経て 「魅力ある組合」の事業展開を

行 うこととする。
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謝 状 ・ 友 彰 状 の贈 三

=感
謝状の受賞者は平成24年度の
共同購買事業に貢献された次の方々です。

〈感謝状受賞者〉

須藤電機工業 株式会社 代表取締役 須藤 甲子

太平Uレサービス株式会社 代表取締役 狩野 伸爾

有限会社 サンワ防災 代表取締役 山口 健一

日邦防災 株式会社 代表取締役 荻 英夫

株式会社 利 幸 代表取締役 堀井 幸次郎

株式会社 千葉電設 代表取締役 千葉 平八

有限会社 高畑防災 代表取締役 高畑 仁

株式会社 サンシン 代表取締役 石毛 信孝

八洲防災設備 株式会社 代表取締役 平山 憲男

株式会社 良電社 代表取締役 塩谷 良一

■表彰状の受賞者はそれぞれの会社で永年勤続
され、その功績を認められた次の方々です。

(永年勤続表彰〉

東和防災工業株式会社 高野 慎次

株式会社スエヒロ 小野 正夫

武蔵野綜合防災株式会社 今野 晴樹

東海メンテナンス株式会社 小倉 輝久

―電気株式会社 岡本 信明

太平ビルサービス株式会社 源川 真成

株式会社近畿ヤマ ト商会 横尾 真也

株式会社共同防災 平 宏子

八洲防災設備株式会社 三2,陽子
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Ooぼ 橋の口自
(株)桜エンジエアリング

代表取締役 徳留道 人
今から約180年の文化年間、

合,1川 太郎 (本名 。合羽屋喜八)は、
この辺 |り の水はけが悪く少しの雨ですぐ洪水になって

しまうのを見かね、

私財を投げ出して掘害1工事を始めました。

なかなか捗らないェ事の様子を見ていた墨口川の河童逹は、

川太郎の善行に感動して夜な夜なェ事を手伝ったそうです。

そして、なぜか河童を見た人は理が開け、

商売も繁盛したといいます。
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名 称

日本防災設備協同組合

趣 旨

当組合は中小企業協同組合法に基づき、国土交通省 (1日建設省 )の認可を得た事業協同

組合です。組合員の相互扶助の精神に基づき、組合員のために必要な協同事業を行い、

もつて組合員の自主的な経済活動を促進し、かつ、その経済的地位の向上を図ることを目

的としています。(組合定款第 1条 )

地 区

現在加入組合員の地区は、東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県・茨城県・栃木県・群馬県・

山梨県。長野県。新潟県・静岡県・愛知県・岐阜県・岡山県・宮城県。大阪府及び北海道の

区域です。(組合定款第3条 )

事 業

消防施設工事用及び点検設備用資材の共同購買を主体として、共同受注、研究・開発、

教育。講習、情報提供、親睦・レクリエーション・福利厚生等の事業を行つている。(組合定

款第7条 )

組合員加入資格 (組合定款第8条 )

消防施設工事又は点検設備を行う小規模の事業者であること。

加入申請等

(1)提出書類 力日入申込書 会社経歴書 登記簿謄本

(2)費用 出資金 (1口 、1万円)3日以上・カロ入手数料 1万円

(3)申請に必要な書類が提出されると、理事会で承認、不承認を決定し、申請者に通知し

ます。なお、組合員になつた場合は、賦課金 (組合費)として毎月6,000円 を3ケ月

ごとに納入して頂くことになります。

募集期間

随時、事務局で受け付けています。申請書及び 「組合員のしおり」を希望する方は、事

務局へご連絡ください。

沿 革

・所在地  東京都文京区本郷一丁 目15番 6号 MKビル2階

事務局  電話 (03)3813 9650 FAX(03)38139460
E―mail nichiboukyoul@io ocn.ne jp  URL http://nichibou main jp/

・設立年月日 昭和38年 10月 31日
・認可年月日 昭和39年 1月 22日 、建設大臣
・組織 (現在)関 東を中心とした17都道府県・組合員130社 事務局 専従職員5人
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第 8ロ 青 年 部 通 常 総 会
6月 21日 (金 )、 文京区民センター2階B会議室において第8回青年部通常総会が行われ、

平成24年度事業報告 会計報告、平成25年度事業計画 予算案、全て承認されました。
昨年、改選のあつた役員も2期目に入り、更なる活動体制の向上を目指している。

青年部会員は現在、 19社、23名。役員は次の通り。

会 長  十村 盛二 (有限会社ダンメン)
副会長  保谷 健二 (ユージーメンテナンス株式会社)
会 計  河口  豊 (株式会社 ワイズエンジニアリング)
書 記  橘   毅 (株式会社練馬ホゼン)
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連結送水管 耐圧性能点検やります
業界随一の実績と品質を誇るプロサスだからこそ出来る

〈トータルサービスの内容》

耐圧性能試験 /点検票の作成/不良時の原因調査

オプションサービス
事前調査/空気圧予備試脚 乾式のみ )/放水試験 /不良箇
所の改修、修理 /ホースの耐圧性能試験 /点検現場写真

平成19年 7月現在で既に300α牛を超す点検実績

《お|・5い合わせはこちら》

目  株式会社ブロ リ ス 担当 :桜井 高木
テ162004]東京都新宿区早稲田鶴吉

“

19番地早稲田松浦ビル 1区  setSub@prOSus coJρ
Td 03‐ 5272‐9991  F3x03‐ 5272-97971星璽 htpψ 岬̈W prosus coJp

修理・調整・交換工事
排煙回、排煙窓、防火ダンパー

設備点検 特殊建築物調査
厨房ダクトフード・グリスフィルター清掃

有限会社 ダ ン メ ン
東京都文京区後楽2‐2… 10
喧,03-5689-3551
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こ

安全の未来を《形》にする能美防災
都市生活と同じように、体むことなく稼働し続ける防

災システム。私たちの生活を守るこれらのシステム

は、24時間動き続けるいわば都市の心臓部。

いつも安心で1央適な毎日の生活のためのネットワー

ク・システムを実現します。

育旨美 防災株式会社

本  社/〒 102‐ 8277東京都千代田区九段南473
TEL(03)3265‐ 021l FAX(03)3263-4948

◎消防設備の保守点検業務、消防設備工事における法律上の損害賠償をカバー

「団体賠償責任補償制度」
(請負業者賠償責任保険+生産物賠償責任保険)

◎役員・従業員のおケガを24時間幅広く補償

「団体傷害保険」
(普通傷害保険)

上記に関するお問い合せは、組合事務局または下記の取扱い代理店へこ連絡ください。

[取扱代理店]株式会社 サンリビング [弓瞬保険会社]三井住友海上火災保険株式会社

〒103-0023 東京都中央区日本橋本町1-5‐6 〒101‐8011 東京都千代田区神田駿河台3-11-1

T E L03-1霧 l111:】よ1驚
イ

:F::季illl:男   TEL03-3259-3990/FA×
03-3291‐ 4684
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防鮨鰹圏鱚 霙務国鍼国
現場に即した観点から構成した、現場の即戦力となる実務書完成
‐ 今までにない わかりやすさで 豊富なカラー写真 図解 表を用い
防災設備の中でも 建築基準法に基づく 防排煙設備の全体像を明かし ■
シリーズ Iでは 特に防大ダンパー・排煙関連の詳細を解説してしヽます  |

囀
■ 占::II:::=

これまで理論等に重点をおいた解説書はでていますが、本書のような

実際の部材に基づくもの或いは設置現場からの観点での解説書は、

類を見ません。

部材によつては、細部まで説明し、又温度ヒューズや手動開放装置

並びに保護板については可能な限り網羅して、資料として活用できる

よう配慮しています。

編集 :日本防災設備協同組合 防ツト煙設備検討委員会
発行 :日 本防災設備協同組合

TEL 03-3813-9650   http://nichibou.main.Jp

定価 :4,000円 +税
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